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プログラム 

①なぜ今回の企画が組まれたのか 

②参加規模 

③ボランティアの内容 

④収穫と課題 

⑤今後の活動方針  



①なぜこの企画が組まれたのか 

目的 

• 一年生の経験値を積むために活動する。 

• 広範囲に被害が及んだ東日本大震災の現状

を知る。 

• 他大学との交流を深める。 

 



②参加規模 

• 秋田大学…5人（AKITAID） 

 

• 国際教養大学…5人（AIU Supporter） 

 

• 秋田県立大学…6人（UPA） 



③ボランティアの内容 

• 避難区域内の民家の清掃。           
(草刈、家具の整理等) 

 

• 民家を維持→被災者の心のケア。 

 

• 原発問題が続く限り、ボランティアは必要。 

 



④収穫と課題 

・被災地での経験を積む、今まで行ったことの
無かった被災地に行く、他大学と交流をすると
いう目的は達成できた。 

 

・福島の現状を知ることができた。 

 

・秋田から片道6時間→時間とお金がかかる→
簡単に行くことができない。 



⑤これからの計画 

• 福島県での活動は時間、お金の面で難しい。 

→秋田でできる支援を考える必要がある。 

 

• 復旧・復興支援から、未来のための活動へ移
行→防災、減災の啓発をテーマにした、教育
的活動をする。 

 

• 他大学と連携を深め、一緒に活動していく。 



 
 
 

ご清聴ありがとうございました 


